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からみて矛盾はない。現在は個人宅 として用い られてお り、
外観は1階廻 りで,入口廻 りの改変、窓のアル ミサッシへの
取り替えがなされ、旧状は不明な部分が多い。一方、2階や
























































棟札により大正2年12月29日 上棟 と確定 した。木造2階
建、塗籠造、寄棟造妻入の建物で、2階の軒を出桁で うける。
周辺の町家に比べて極めてたちの高い構成である。現状は内







































確認 される同時代の銀行 と比較する。用いた資料は 『愛知県
写真帖』(明治43年3月 発行)と 『尾北写真画帖』(大正元









































































































2)初田亨 「後 ろ髪 を引かれた世界」(初田亨、大川三雄 、藤
谷陽 『近代和風建築』、建築知識1992所 収)。各 県の近
代化遺産、近代和風調査報告書参照。なお初 田は上記論
文 で 「土蔵造」 を用いてい る。




『写真集　 明治大正昭和美濃加 茂 』美濃加茂 写真集 編
集委員会1986、高 島博 ・大畑守道 ・横 山住雄、他
6)『小 弓の庄　 旧加茂郡銀行羽黒支店建物復原 の概要』犬
山市 まちづ く り推進課
7)竪子 は木製。戦 中の供 出に より取 り替 え られ た可能性 が
ある。
8)前掲愛知県史pp351-352(西澤泰彦執筆)参照
9)溝 口正人 ・向 口武志 ・柳 澤宏江 「旧村瀬銀行 犬山支店の
復原」 日本建築学会東海 支部研究報告集48号,2010.2。
10)『愛 知 県の 近代 和風 建 築』 愛知 県 教育 委員 会2007、
pp142-143(溝口調査執筆)参 照
11)本店 に関 しては 『ふ るさ との想い 出　 写真集　 明治大正
昭和　 名古屋』国書刊行会1979、森上支店 に関 して は『祖
父江町 ふ るさと今昔写真集』祖 父江町1985参照
12)『愛知県写真 帖』愛知県協賛会編集,明治43年3月 発行


























る 「洋風」の浸透 と持続一濃尾地方を事例 として一」(代
表 溝口正人)に基づく研究成果の一部である。
